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黒織部茶碗

※1 歴史館の代表的な収蔵品「元屋敷陶器窯跡出土
品」は、2,431点が国の重要文化財に指定されている。
今後も、発掘調査等により考古資料は増加する。

※2 美濃最古の連房式登窯跡「元屋敷窯」は織部焼
発祥の窯として著名で、現在は他の３基の大窯跡と
ともに史跡公園「織部の里公園」で一般公開されて
いる。

※3 国指定史跡「乙塚古墳附段尻巻古墳」、市指
定史跡「隠居山遺跡」

【歴史館周辺マップ】

美濃焼１４００年の歴史と文化を未来へつなぐ

～新博物館建設事業（文化財保存活用拠点（仮称）整備事業）～

年度 出来事・概要

1979（昭和54）年 土岐市美濃陶磁歴史館 開館

1993～2001（平成5～13）年 元屋敷陶磁器窯跡の6次にわたる発掘調査

2003（平成15）年 織部の里公園 オープン （窯跡周辺）

2011（平成23）年 織部の里公園 拡張オープン （花菖蒲園周辺）

2013（平成25）年 元屋敷陶器窯跡出土品 2,431点が重要文化財に指定

2014（平成26）年 旧文化会館（1972（昭和47）年建築）を収蔵庫として用途変更

2020（令和2）年度 文化財保存活用拠点（仮称）整備事業に係る有識者懇談会

2021（令和3）年度 土岐市文化財保存活用拠点（仮称）基本構想策定

土岐市は、1400年の歴史を持つ美濃
焼の発祥の地であり、現在も日本最大
の生産地です。現在、市には美濃焼の
歴史をテーマにした博物館「土岐市美
濃陶磁歴史館」※１があり、調査研究、
収集保存、展示公開、教育普及活動を
続けています。しかし、開館から40年
以上が経過し、施設の老朽化が進み、
将来にわたり文化財を受け継いでいく
には厳しい状況です。

美濃陶磁歴史館

また、歴史館の周辺には、国指定史
跡の美濃最古の登窯跡※２や同じく国指
定史跡の古墳など※３重要な史跡が点在
しており、JR土岐市駅からも徒歩圏内
の恵まれた立地環境ですが、近年、駅
周辺の衰退・空洞化が進み、にぎわい
が失われています。
本市では、これらの課題を解決する

ため新博物館の建設事業に取り組み始
めました。

【歴史館の沿革】

土岐市では、企業の皆さまからのご寄附（企業版ふるさと納税）を活用し、美濃桃山陶
をはじめとする美濃焼1400年の歴史や文化を守り、未来へ伝える地方創生事業「新博物館
建設事業（文化財保存活用拠点（仮称）整備事業）」を進めています。
新博物館の完成の際には、館内に寄附者銘板を設置し、ご芳名を末永く顕彰させていた

だきます。皆さまのご支援をお待ちしております。

出典：土岐市文化財保存活用拠点（仮称）基本構想



新博物館の建設に向け、令和３年度に基本構想を策定しました。基本構想では、理念
「開かれた扉～豊かな文化資源を蓄え、市民とともに新たな文化を創造し、土岐市の未
来をひらく～」に基づき、新博物館に求められる機能として、次の３つの機能が挙げら
れています。

新博物館は、土岐市が有する文化資源の保存・継承に加え、文化資源を活用
した多様な活動がまちの活性化やにぎわい創出をはじめとする市の地域課題の
解決に寄与する施設として期待されています。
また、美濃焼の産地は４市にまたがり、美濃焼関連施設が点在していること

から、それらを有機的に結びつけ、ビジターがまず訪れる玄関口としての施設
が必要です。本市は、美濃焼産地の中央に位置し生産の中心でもあること、ま
た、桃山文化を代表とする美濃桃山陶生産地という歴史的背景から、本市の新
博物館が美濃焼のランドマークとなることを目指します。

土岐市の未来をひらく

新博物館の基本構想

１

２

３

博物館基盤機能 ～文化資源をまもり、ひらく～

にぎわい機能 ～すべての人にひらく、まちにひらく～

つながり機能 ～博物館活動をひらく～

博物館基盤機能では、収集保存、調
査研究、展示公開、教育普及を基礎
として、美濃桃山陶、土岐市の歴史
文化を誰もが楽しみ、感じることが
できる博物館を目指します。

文化資源を活用した様々な博物館
活動による誘客や周辺史跡との一
体的利用をはじめ、市内史跡や関
連施設巡り等、観光ツーリズムに
繋がるようなにぎわいを創出して
いきます。

市民や地域団体、研究機関など多様な活動者と、
資料収集や調査研究、展示、アウトリーチを
連携・協働して行うなど、より充実した博物館
活動を展開していきます。

市内観光スポット等の紹介

活動成果の公開・発表

ICTを活用した展示解説 収蔵庫の一部を公開

カフェ・ショップイメージ



寄附のご相談・お問い合わせ

土岐市 総務部 行政経営課

〒509-5192 土岐市土岐津町土岐口2101 TEL：0572-54-1111

MAIL：gyoukei@city.toki.lg.jp

企業版ふるさと納税
土岐市美濃
陶磁歴史館

企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）

１．制度の概要

企業版ふるさと納税は、国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクト

に対して企業が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控除する仕組みです。

税額軽減最大で９割、実質負担１割に
(例)１０００万円寄附すると、最大約９００万円の法人関係税が軽減。

損金算入

約３割

税額控除

プラス最大約６割

企業負担最小

約１割

企業版ふるさと納税を活用した寄附

通常の寄附

２．寄附の流れ

・１回当たり１０万円以上の寄附が対象となります。
・寄附を行うことの代償として経済的な利益を受け取ることは禁止されています。
・土岐市外に本社が所在する企業が対象です。※この場合の本社とは、地方税法における「主たる事務所又は事業所」を指します。

留意事項

寄附額

３．寄附のメリット

１ 美濃焼文化の次世代への継承に寄与できること

２ 土岐市の地域課題解決に寄与できること

このほか、ご寄附への感謝の意を込めて次の事項を実施します

１ 土岐市ホームページでのご紹介

２ 博物館または市庁舎でSDGsに関する取り組みを紹介

３ 博物館に設置する寄附者銘板にご芳名を末永く顕彰

寄附のお申込み
プロジェクトにご賛同いただける企
業様は、寄附申出書によりお申込み
ください。

寄附金の払込み

担当者から振込方法等についてご連
絡させていただきます。

本市から交付する受領書に基づき、
「地方創生応援税制」の適用がある
旨を申告してください。

税の申告手続き

mailto:gyoukei@city.toki.lg.jp

